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今回の調査対象としている「タンデムマス新生児スクリーニング試験研究期症例」は、

　山口清次：タンデムマス導入による新生児マススクリーニング体制の整備と質的向上に関する研究．
　　　　　　平成24年度厚生科学研究報告書, 2013. 

にて下掲の通り集計されています（＊発行後に症例数の微修正あり）。

調査票をお送りした各医療機関が具体的に診断・フォローされている患者さんの人数や疾患名など、
当研究班では把握できませんので、対象となる症例の特定にお困りの場合は、試験研究期間に地域の
新生児のタンデムマス分析を実施していたスクリーニング検査施設へお尋ねください。
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＊研究班使用欄：症例整理番号（               ） 

タンデムマス法による新生児マススクリーニング試験研究期に発見された症例の 
臨床経過に関するアンケート調査票 

 
 

記入者：氏名                   記載日：西暦       年   月   日 
 
 
所属医療機関                           診療科            
 
 

研究 ID  
出生年月・性別  西暦（        ）年（     ）月     □ 男 ・ □ 女 
確定診断名  

精査・診断した 
医療機関 

□ 記入者の所属医療機関 
□ 他の医療機関 
  → 施設名・診療科（                         ） 

記入者の所属医療
機関での診療期間 

□ 精査時から 
□（     ）年（   ）月から 

□ 現在まで 
□（     ）年（   ）月まで 

□ 貴施設の判断に基づいて診療を終了 
□ 患者都合その他の事情によって診療が途絶 

現在（最終受診時）
の生活状況 

□ 普通に生活  □ 施設入所  □ 死亡 →（   ）歳（   ）か月時 
  死亡の経緯（                             ） 

転院歴がある場合 
□ 前 医：施設名・診療科（                       ） 
□ 転院先：施設名・診療科（                       ） 

身体発育 □ 正常範囲  □ 低身長  □ 痩せ  □ 肥満 

発達状況 
□ 正常範囲  □ 境界域  □ 遅れあり（ 軽度 ・ 中等度 ・ 重度 ） 
  ＊軽度＝遅れはあるが日常生活は普通にできる 
  中等度＝日常生活に介助が必要  重度＝意思疎通困難, 独歩不能など 

急性症状発症 
に伴う入院歴 

これまでの全経過を通じて □ なし ・ □ あり 
2016 ～ 2017 年度中に  □ なし ・ □ あり →（    ）回 

合併症 
□ なし □ 中枢神経（発達遅滞を除く） □ 心臓  □ 骨格筋 □ 肝 □ 腎 
□ その他 → 簡略に（                         ） 

現在（最終受診時）
の治療内容 

□ 食事療法  □ 特殊ミルク → 種類（      ）  □ L-カルニチン 
□ 他の薬剤・サプリメント（薬剤名のみ） 
 
 
□ その他 

自由記載欄 

 

自由記載欄  
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